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黒潮町
①学校運営上の

課題
教職員の時間外勤

務の是正

令和３年度の校務支援システ
ムによる集計で、町内の教員
の３３．３％が月４５時間以上の
時間外勤務を行っており、業務
負担軽減による時間外勤務の
縮減が課題となっている。

・町全体で学習支援員を１４名配置し、
全員２００日以上の常駐化する。
・学習支援員は、各学級においてプリン
トの採点や教材作成等の支援を行うほ
か、生活科や総合的な学習において地
域との連絡調整等も行い、教員の負担
軽減を図る。
・中学校の部活動にかかる教員の負担
軽減を図るため、地域住民による部活
動支援員を５名配置する。

・教員が子どもと向き合う時間を
確保できることにより、個々に適
した指導ができる。
・地域人材の活用により教員の
業務負担が軽減する。

月４５時間以上の時間外
勤務を行う教員の割合 33 ％ 25 31 2

学習支援員や部活動指導員の配置により教員の負担軽減
に努めたが、多様化する課題への対応が求められるため時
間外勤務削減の目標は達成できなかった。

黒潮町
①学校運営上の

課題
社会に開かれた教
育課程への対応

少子化により小規模校が増加
し、学校運営において地域ボラ
ンティアの活用は必要不可欠
であるが、地域ボランティアの
高齢化と減少が進み、令和元
年度は９０名いたが、令和３年
度には８０名に減少し、新たな
人材確保が課題となっている。

・地域コーディネーターを佐賀地域と大
方地域に各１名配置し、学校と地域との
パイプ役として地域学校協働活動の計
画と連絡調整及び地域ボランティアの確
保等を進める。

・地域の人材、産業、文化、自然
などの教材資源情報が豊富に
なり、子どもの地域への関心と
貢献しようとする気持ちが向上
する。
・地域コーディネーターの活動と
地域ボランティア人数が増加す
ることにより、保護者や地域住
民の学校への関心が高まる。

町内全校の地域ボラン
ティアの登録者の合計数 80 人 100 87 3

地域コーディネーターの働きかけにより地域ボランティアの
目標人数は達成し学校活動への関心が高まったが、高齢
化と参加人数の減少が進んでいる。

※行が足りない場合は、非表示になっている行を再表示してください。

令和５年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」交付申請関係様式
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